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本製品の開梱

B 開梱および同梱部材の確認

6 �
� �排水ホースを固定しているバンドを外し
ます。
� ※�この作業は実際に設置する場所で行っ
ても支障はありませんが、必ず�7 �8 �の
『シッピングボルト』を外す作業を忘れ
ずに行ってください。

«B»

«C»

6

7 �8 �
� �ドラムを固定している『シッピングボル
ト』を、同梱されているスパナを使って反
時計周りに回して外し、目隠しキャップを
8 ,1 ～ 3の順に、本製品背面に取り付け
ます。

【重要】
� �『シッピングボルト』は必ず外してくださ
い。ドラム、ベアリングへのダメージ、家
具、衣類などに損傷のおそれがあります。
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1

2

3

8

9 �
� �本製品底面の水平調整脚を、付属されてい
るスパナなどで反時計回りに回して、均一
の長さになるように仮調整します。
� ※�実際に設置される場所で水平調整を
行ってください。
��工場での生産の際、調整脚の長さがラン
ダムな為、そのまま設置してしまうと『ア
ンバランスによる振動』などの原因とな
ります。必ず調整を行ってください。

9

10 �
� �本製品に同梱された給水ホースと給水
ホースパッキンを、図のように本製品の
背面に時計回りに締め付けて固定します。
ホースは真下に下ろしてしまうと、背面カ
バーなどに当たり、押し潰しの原因となる
為、必ず左右に振り分けて固定してくださ
い。

【例】
キャビネット左側に給排水設備がある場合
� ⇒背面側から見てホースを右側へ
��必ずネジ部のピッチが合っている事を確
認してから締め付けてください。

45°35°

ホースパッキン

10
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本製品上面左右、前後に水平器を置き、本
製品が水平になっていることを確認します。
手で前後左右に押したときがたつきがある
場合は、本製品底部の調整脚で水平微調整
を行ってください。

600 mm

570 mm

 

75 mm

 
60 mm

min.
820 mm

min.
600 mm

817 mm

min.

mm0.5
598.3
±

1

給排水ホース、電源コードを束ねて引き込
み穴から隣接キャビネットへと引き込みな
がら、本製品を奧側へ押し込みます。

給水ホースは必ず左右どちらかに振ってく
ださい。（角度には特にご注意ください。）
また、振る際には本製品うしろの給水ホー
ス取付け口を緩めてから行い、再度しっか
りと取り付けを行ってください。その際、
水漏れが発生しないように増し締めを行っ
てください。
※�上記の図は左側のキャビネットに給排水
管がある場合の一例です。

排水ホース 給水ホース

結束バンド

4

本製品上部の取付口に給水ホースを取りつ
けます。（パッキンを確認して下さい）
��必ず増し締めしてゆるみのないようにし
てください。

2

しっかりと取付口と給水ホースのねじ部の
ピッチがあっているのを確認してから、締
め付けられる位置まで手で回し、ウォーター
プライヤーで半回転ほど回して仮固定しま
す。
��固定時、真下に給水ホースを下ろさない
でください。必ず図の角度の範囲で左右
に振ってください。

20O35O
45O45O

3

本製品設置

C 設置／ビルトインの手順

��キャビネットの開口寸法については、本設置マニュアル内P.4 の「本製品設置に必要なキャ
ビネットの開口寸法」を参照してください。
��本製品の水平調整は必ず行って設置してください。
��本製品をビルトイン後、がたつきがある場合は必ず調整脚で水平調整を行ってください。

本製品開梱時に締めた調整脚をスパナ、マ
イナスドライバーなどで回し、床にしっか
りと当たるように調整します。

5
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�警告� 本チェック項目についての確認を必ず行ってください。また、製品の引き渡し時にご使用者様にチェック
した内容が分かるようにお渡しください。必ず下記のチェック事項をご確認ください。万一、設置等に不
備があった場合、弊社では一切の責任を負いません。

本製品設置後のチェック項目 [ 設備 ]

D 必ず引き渡し前にご確認ください。

点検 
箇所 チェック事項 参照項目 チェック

本製品

シッピングボルトを取り外しましたか？
取り外していない場合、脱水時に異常振動し、故障やキャビネットの破損な
どが発生します。この場合、弊社では一切の責任を負いかねますので予めご
了承願います。

B項：�
本製品の開梱

設置

設置する床面の補強は適切に行っていますか？ A項：床面の補強
設置する床面は滑りにくい材質で仕上げていますか？ A項：床面の補強
本製品を設置した床面と、本製品正面の床面は同一の高さですか？
巾木を取り付けたりカーペットやフローリング等を後貼りすると、本製品の
修理時や点検時に引き出し出来ず、改修工事が必要となる事があります。こ
の場合、修理が行えなかった場合でも出張費用および点検費用が発生します。

A項：本製品設
置に必要なキャビ
ネットの開口寸法

本製品の正面に十分なスペースはありますか？
本製品を点検や修理の際に引き出す場合、700㎜以上のスペースが必要にな
ります。

A項：本製品設
置に必要なキャビ
ネットの開口寸法

隣接キャビネットへの給排水管の設置は行えていますか？
本製品の背面側への設置は、漏水発生時に確認が出来ず、また、給水栓の閉
栓をご使用者様で行えません。被害拡大の原因となりますので、必ず本製品
の左右キャビネットへ設置を行ってください。なお設置が適切でない場合、
弊社では一切の責任を負いかねますので、予めご了承願います。

A項：�
隣接キャビネット
の加工

調整脚での調整を行いましたか？
がたつきがあると、異常振動や騒音の原因となり、故障や動作不具合の原因
となります。必ず設置時に水平確認を水準器で行って調整してください。

C項：本製品設置

接続

ホース類に水漏れはありませんか？
折れ、ねじれ、水経路上にストレスが発生するような曲がり方、本体接触に
よる押しつぶし等があると正常に給排水が行えず、故障や水漏れの原因とな
ります。

C項：本製品設置

給水ホース⇔給水栓や、給水ホース⇔本体の接続部の増し締めは行いましたか？
しっかり締め付けていないと、水漏れの原因となります。蛇口を開けて、水
漏れがない事を必ずご確認ください。

A1項：
本製品設置

給水管の立ち上がりは床面から 500㎜ありますか？
立ち上がりが無い場合、給水ホースの接続が行えない、給水ホースへの異常
なストレスによる早期故障や水漏れ等の不具合が発生します。必ず本設置マ
ニュアル通りの向きで、設置を行ってください。

A1項：
新規設置 /既設製
品からの入替えの
場合

排水管の立ち上がりは床面から 400 ～ 500㎜ありますか？
製品入れ替えでの設置の場合、隣接するキャビネットに別途新設の開口が必
要となります。排水ホースを延長しての設置は、継手部分に漏水が発生する
可能性がある為、絶対に行わないでください。また、キャビネット下部からホー
スを取り出すとダブルトラップとなり、正常に排水が行われない可能性があ
りますので、必ず本設置マニュアル通りの施工を行ってください。

A1項：
新規設置 /既設製
品からの入替えの
場合

単相 200V・20A の専用回路と漏電しゃ断器を設けていますか？
100Vでは正常に動作しません。また、本製品のプラグを勝手に変更する、
直結で接続する等、設置マニュアル記載以外の方法で設置する事を禁じます。

表紙 /A1項：
新規設置 /既設製
品からの入替えの
場合

【法的有資格者】によるアース工事及び電気配線工事を、電気設備技術基準等
関連法令規則等に従って行いましたか？
電気設備が適切でない場合、漏電、火災等の重大事故に繋がるおそれがあります。

表紙 /A1項：
新規設置 /既設製
品からの入替えの
場合
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必ず試運転をし、動作チェックを行ってください。

本製品設置後のチェック項目 [ 試運転 ]

E

点検 
箇所 チェック事項 チェック

試運転

給水栓を開きます。
一次側の壁コンセントまでの電圧が200Vであり、アース接続が行われているかなどの確認を
してください。
【通電確認】
①�本製品中央上部にあるダイヤルを回し、電源を入れます。
【ダイヤル /ボタンの反応確認】
②�ダイヤルをCotton に合わせ、しっかりドアを閉めてから“START/PAUSE”のマークに指
をゆっくり置いてください。

【排水工程 /給水工程 /給排水ホース接続部の水漏れなどの確認】
③�排水工程が終了した後、給水が開始されます。この時、本製品正面から見て左上の洗剤ケース
パネルを半分ほど引き出し、給水が正常に行われているかを確認してください。

【動作確認】
④�一定の水量が入ると給水が一度停止し、ドラムが回転を始めます。
⑤ �10分程、ドラムが回転した事が確認出来たら、“START/PAUSE”マークを押してサイク
ルを中断し、ダイヤルを回して電源を切ります。

【ドラムの高速回転の確認】
⑥�再度ダイヤルを回して電源を入れ、“SPIN”にダイヤルを合わせてから“START/PAUSE”
ボタンに指をゆっくり置いてください。
⑦�脱水工程終了後、ドアのロックは解除されますので、丸ドアを開けドアガスケット（ゴム状の
パッキン）の内側を、柔らかいタオルなどを使って水分を拭き取り、丸ドアを閉めます。

試運転終了後、製品の引渡しまでしばらく時間が空く場合は、給水栓（一次側）を閉栓し、丸ド
アをしっかり押し込んで閉じるなど、万一の漏水事故に備え、安全を確保してください。

試運転
終了後

本製品が設置されている床面に水漏れなどが無いか確認を行います。
一次側給水栓、スクリュージョイント、給水ホース両端、排水ホース差し込み口（しっかり押し
込んで（min.100㎜～max.150㎜）ビニールテープなどで固定してください。）に水漏れが起
きていないか確認してください。

��試運転時にエラーが表示された場合
E10　…　給水栓、給水ホース、排水管の立ち上げなどのチェックを行ってください。
E20　…　給水栓、給水ホース、排水管の立ち上げ、異物トラップのチェックを行ってください。
E30　…　水漏れのおそれがあります。本体周辺に水漏れが無いか確認を行ってください。

��ドラム内に何も入れずに水漏れ、異常音、振動の有無、正常に給排水、脱水が行えていることを確認してくだ
さい。

設備点検確認者： 機器点検確認者：

Prod.�No.（※）： Ser.�No.：
Prod.�No.�およびSer.�No.�の記載箇所は F�項（次ページ）を参照してください。
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エレクトロラックス・ジャパン株式会社
メジャーアプライアンス事業部

●本製品についてのお問合せは
東　京� 〒 105-0011�東京都港区芝公園2-4-1�芝パークビルA�館６F
� TEL（03）6743-3070　FAX（03）3434-4123
� http://www.aeg-jp.com

AI222017

PNC およびシリアルナンバーの記載箇所について

F
本製品をご使用者様に引き渡す際、必ず以下の点を取扱
説明書および本設置マニュアルに記載のうえ、お渡し頂
きますようにお願いします。
•�Prod.No.（PNC：11桁の数字のみで構成された番号
となります。）
•�Ser.No.（シリアルナンバー：8桁の数字のみで構成さ
れた番号となります。）
•�本製品をご購入された販売店名および日付の分かる書類
の原本
【例】納品書、領収書など

シリアルナンバー記載箇所について
①�本製品の丸ドアを開けます。
②�本製品正面の図の位置にPNC、シリアルナンバーが記
載されています。

AR（COCOAR2）をご利用ください

【COCOAR2のご利用方法】
1：カメラ付きのスマートフォンやタブレットなどの端末に、iTunesまたはGoogle Playで「COCOAR2　　 」のアプリを

ダウンロードしてください。
※「COCOAR」と「COCOAR2」がございますので、必ず「COCOAR2」をお選びください。

2：COCOAR2のアプリを起動し、端末の画面中央部のサークル内に、5～6ページの図を一つずつ表示してスキャン開始。
3：「スキャン中です」という文字と共にバーがスクロールしている間は、そのままお待ちください。
4：「スキャン完了！」という文字が表示されたら、作業動画が再生されます。また、図面から端末を離しても大丈夫です。

※動画の再生が始まったら端末を横にして大きなサイズでご覧いただく事も出来ます。

本設置マニュアル5ページの「給水ホース接続」および6ページの「排水ホース接続」は、ARで設置時の作業動画
を観ることができます。


